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（ご依頼）「看護師のための認知症ケア講座」講師等の募集について 

 

 

謹啓 時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は日本リハビリテーション

病院・施設協会（以下 当協会）に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

当協会の認知症支援検討委員会では、年 1 回程度「看護師のための認知症ケア講座」

（認知症ケア加算のための要件研修）を開催してまいりましたが、このたび講師および

演習（グループワーク）のファシリテーターを募集する運びとなりました。 

応募の要件としては、認知症認定看護師、老年専門看護師、認知症専門医などを想定

しております。詳しくは別紙の「募集要項」を参照ください。 

皆様の施設で、講師あるいはファシリテーターとして協力いただける方がいらっしゃ

いましたら、是非とも応募いただきたく存じます。なお、自薦・他薦を問いません。 

参考までに、過去の研修プログラムを添付いたしますので、あわせてご確認ください。 

 なお、本件に関する問い合わせは、副委員長である山口晴保先生が対応しますので、

下記お問い合わせ先にご連絡ください。 

 何卒ご検討を賜りますようお願い申し上げます。 

謹白 

 

 

  

お問い合わせ先 

日本リハビリテーション病院・施設協会 事務局 

Mail：info@rehakyoh.jp 



看護師のための認知症ケア講座の講師の募集要項 

 

1． 担当内容 

2 日間にわたる研修プログラムのうち、一部の講義講師や演習（グループワーク）

のファシリテーターを務めていただきます。 

ファシリテーターは、6 名程度のグループを 1 名で担当いただき、ディスカッショ

ンが適切かつ円滑に進むようサポートする役割やタイムキーパーをお願いします。 

 

2． 応募要件 

 資格条件として、認知症認定看護師、老年専門看護師、認知症専門医など。 

 認知症患者が入院する病棟（入院患者の一部で可）等においてDSTメンバーと

しての活動経験があるなど、認知症の看護・ケアについて受講者（病棟看護師）

にアドバイスできること。 

 ご所属の勤務先から、本件に応募することの了承を得られていること。 

 

3． 応募方法 

下記のリンク先（Google フォーム）にて必要事項をお知らせください。 

自薦の場合は、資格を証明する書類等を提出いただく場合がございます。 

 

4． 謝金 

当協会の規定により、謝金が支払われます。 

勤務先の了承を得て自身の休日や時間休などを利用して個人で受け取るか、勤務先

の了承を得て業務扱いとして所属施設が受け取るかは選択可能です。 

 

5． 審査と通知 

応募された方から委員会で選考しご連絡いたします。なお、講義・演習の担当部分

についてはご本人の希望を伺い、研修企画担当者で決めさせていただきます。 

認知症に関する研修講師が未経験の方には、まずはファシリテーターを担当いただ

くなど配慮いたします。 

 

6． メリット 

講師やファシリテーターを務めることで、日頃の業務に活かせるだけでなく、全国

の受講者にご本人や所属施設の活躍を広く周知できる機会となります。 

また、受講者のアンケートなどからフィードバックを受けることができます。 

 



7． その他 

応募いただいた方の情報は当事業の講師バンクに登録させていただき、今回担当 

いただかない場合も、次回以降でお願いする場合がありますことをご了承ください。 

 

8． 問い合わせ先 

応募資格や担当内容などに関することは、山口晴保先生が対応します。 

事務手続きや謝金に関することは協会事務局が対応します。 

いずれの場合も、info@rehakyoh.jp までメールで問い合わせください。 

 

以上 

 


